
使用説明書の紹介

2002年1月 G570-8511

：冊子で提供される使用説明書です。
：CD-ROMで提供される使用説明書です。

：一般向けの情報です。
：管理者向けの情報です。

スキャナーユニット タイプ8100対応版

安全に正しくお使いいただくために、操作の前には必ず「安全上のご注意」をお読みください。
本書ではスキャナーユニットを取り付けているときに使用する使用説明書について説明しています。

ファクスユニットに同梱されているもの
使用説明書＜ファクス機能 基本編＞

プリンター本体に同梱されているもの
安全上のご注意

使用説明書＜プリンタークライアント編1＞

使用説明書＜プリンタークライアント編2＞

不要な使用説明書

スキャナーユニットを取り付けているときは以下
の使用説明書は使用しません。スキャナーユニッ
トに同梱の各使用説明書の「スキャナーユニット
タイプ8100対応版」をご覧ください。

使用説明書の紹介

使用説明書＜保守・運用編＞

使用説明書＜システム設定編1＞

使用説明書の紹介

使用説明書＜システム設定編2＞

使用説明書の確認

スキャナーユニットに同梱されているもの
使用説明書の紹介
スキャナーユニット タイプ8100対応版

 （このシート）

安全上のご注意

使用説明書＜保守・運用編＞
スキャナーユニット タイプ8100対応版

使用説明書＜システム設定編1＞
スキャナーユニット タイプ8100対応版

使用説明書＜コピー機能 基本編＞

使用説明書＜スキャナー機能編＞

使用説明書の紹介
スキャナーユニット タイプ8100対応版

使用説明書＜システム設定編2＞
スキャナーユニット タイプ8100対応版

使用説明書＜プリンタークライアント編＞ 補足版

使用説明書＜コピー機能 応用編＞

使用説明書＜ファクス機能 応用編＞
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日常の取り扱い

保守と補給、トラブルシューティング

使用説明書＜保守・運用編＞
スキャナーユニット タイプ8100対応版

消耗品の交換方法や本機の清掃・調整方法
および用紙に関する情報、エラーメッ
セージが表示されたときの対処方法を説
明しています。
❑トナーなどの消耗品を交換する
❑清掃・調整する
❑用紙について
❑こんなときには　
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ご使用前の準備

ネットワーク接続の準備と運用

使用説明書＜システム設定編1＞
スキャナーユニット タイプ8100対応版

本機をネットワーク環境で使うための基
本的な設定方法や複合機能の操作につい
て説明しています。
❑各部の名称とはたらき
❑本機を使うための準備
❑プリンター環境別セットアップガイド
❑ネットワーク環境の設定をする
❑複合機能の操作

使用説明書＜システム設定編2＞
スキャナーユニット タイプ8100対応版

サーバーの設定方法や、操作パネルを使
用した本機の基本的な設定方法、ドキュ
メントボックスの使用方法について説明
しています。
❑Windows NT/Windows 2000/
NetWareサーバーを準備する（プリン
ター機能）

❑操作パネルを使用する
❑システム初期設定
❑プリンター初期設定
❑機器の監視と設定の変更



各アプリケーションの操作

プリンター機能を使うための操作

使用説明書＜プリンタークライアント編1＞

プリンタードライバーのインストール方法と設定を説明し
ています。
❑Windows 95/98/Meクライアントの場合
❑Windows 2000クライアントの場合
❑Windows NT4.0クライアントの場合

使用説明書＜プリンタークライアント編２＞

Macintosh、UNIX、NetWareクライアントから印刷をする
ための設定方法やCD-ROM収録ソフトウェアの説明を説
明しています。
❑Macintosh、UNIX、NetWareクライアントで使う
❑ CD-ROM収録ソフトウェアについて
❑印刷できないとき、思いどおりに印刷できないとき
❑エラーメッセージが表示されたとき

使用説明書＜プリンタークライアント編＞ 補足版

プリンタークライアント編1、2に記載している内容で、操
作部がタッチパネルになることによる変更部分を説明して
います。
❑試し印刷、機密印刷をする

コピー機能を使うための操作

使用説明書＜コピー機能 基本編＞

基本的なコピーのとりかたや、拡大／縮小や両面コピーな
ど基本的な機能について説明しています。
❑基本コピー

使用説明書＜コピー機能 応用編＞

コピーをより便利に使いこなすための機能や、各種設定な
どについて説明しています。
❑応用機能／画像編集機能
❑こんなときには
❑コピー初期設定

スキャナー機能を使うための操作

使用説明書＜スキャナー機能編＞

スキャナー機能を使用するための基本的な設定、必要なソ
フトウェアのインストール、実際にスキャナー機能を使用
するときの操作方法を説明しています。
❑スキャナーとして使用するための準備
❑原稿のセットのしかた
❑ネットワークTWAIN スキャナーで原稿を読みとる
❑ネットワーク配信スキャナーで文書を配信する
❑ドキュメントボックスを使う

ファクス機能を使うための操作（ファクスユニット取り付け時）

使用説明書＜ファクス機能 基本編＞

ファクスを使うときに必要な基本事項を説明しています。
❑操作の前に
❑送信する/受信する
❑登録する
❑こんなときには

使用説明書＜ファクス機能 応用編＞

ファクスをより使いこなすための事項を説明しています。ま
た管理ご担当者向けに各種設定項目などを説明しています。
❑拡張送信を使う
❑送信待機中・送信中文書を確認/中止する
❑通信情報を使う
❑送信機能/受信機能を活用する
❑操作を簡単にする
❑ファクス初期設定を使う
❑パソコンからファクス機能を使う
❑困ったときは
❑管理者の方へ

❑ CD-ROMに収録されているファイルをコピーして使用するときは、すべて
のファイルをコピーしてください。ただし、Windows環境でご使用の場合
は、デスクトップ、「Windows」フォルダ以外にコピーしてください。

❑ PDFが自動的に表示されない場合は、CD-ROM内の以下のファイルをダブ
ルクリックしてください。
Windows でご使用の場合「MANUAL.EXE」
Macintosh でご使用の場合「manual」

お問い合わせ先

お買い上げいただきました弊社製品についての消耗品のご注文や修理、製品の操作方法に
関するお問い合わせはお買い上げの販売店または最寄のサービス実施店にご相談ください。
修理については、修理範囲（サービスの内容）、修理費用の目安、修理期間、手続きなど
をご要望に応じて説明いたします。
転居の際は、販売店またはサービス実施店にご相談ください。転居先の最寄りの販売店、
サービス実施店をご紹介いたします。

操作方法に関するお問い合わせは、
「リコープリンターコールセンター IPSiOダイヤル」にご連絡ください。

0120-56-1240
コールはイ プ シ オ �

●受付時間：9～12時、13～17時（土、日、祝祭日、リコーの休業日を除く）

東京都港区南青山1-15-5　リコービル〒107-8544　Tel:(03)3479-3111（代表）
無断転載禁止 Copyright © 2002 RICOH COMPANY.,LTD.

リコーは環境に配慮し、説明書の印刷に大豆から作られたインキの使用を推進しています。
この説明書はエコマーク商品に認定された再生紙を使用し、リサイクルに配慮し製本してい
ます。この説明書が不要になったときは、資源回収、リサイクルに出しましょう。

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○


	IPSiO Color 8150 使用説明書の紹介
	使用説明書の確認
	ご使用前の準備
	日常の取り扱い
	各アプリケーションの操作


